
平成26年広
報

　乙部町民文化祭が11月７日から９日の３日間、町民会館と公民館を会場に開催されました。
　日頃の活動で製作された作品の展示では、素晴らしい書やすてきな裁縫などを見ようとたく
さんの観客が訪れました。
　また、９日に行われた芸能発表では、伝統的な日本舞踊のほか、ヒップホップダンスやクラ
シックバレエなども行われ、満員の観覧席からは大きな拍手と歓声が上がっていました。
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華やかな衣装で
　　　優雅な踊りを披露
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乙
部
町
の
行
政
、
経
済
、
産

業
、
文
化
、
社
会
そ
の
他
各
般
に

わ
た
っ
て
町
の
振
興
に
寄
与
さ

れ
、
町
民
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る

行
為
が
あ
っ
た
方
を
表
彰
す
る
も

の
で
、
町
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ

れ
た
方
々
に
対
し
て
の
乙
部
町
表

彰
式
が
十
一
月
四
日
、
乙
部
町
公

民
館
で
行
わ
れ
、
関
係
者
ら
約
百

人
が
出
席
し
、
そ
の
栄
誉
を
た
た

え
ま
し
た
。

　

式
で
は
寺
島
町
長
が
「
本
年
度

表
彰
す
る
五
人
は
、
各
分
野
に
お

い
て
乙
部
町
の
行
政
の
推
進
、
産

業
の
振
興
、
生
活
文
化
、
教
育
、

防
災
な
ど
、
町
の
活
性
化
に
多
大

な
尽
力
を
い
た
だ
き
、
町
の
振
興

発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

度
受
賞
さ
れ
る
皆
様
方
に
は
、
さ

ら
な
る
ご
尽
力
と
町
の
振
興
発
展

の
た
め
、
な
お
一
層
の
ご
指
導
を

お
願
い
し
ま
す
。」
と
式
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
麓
善
勝
氏

か
ら
「
私
ど
も
は
、
自
ら
の
職
業

を
始
め
、
与
え
ら
れ
た
役
職
に
お

い
て
も
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
全

力
を
尽
く
し
て
、
今
日
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
た
も
の
で
、
多
く
の

皆
様
の
多
年
に
わ
た
る
ご
厚
情
、

ご
協
力
の
賜
物
で
す
。
今
後
に
お

き
ま
し
て
も
、
今
日
の
こ
の
感
激

を
胸
に
心
を
引
き
締
め
、
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
乙
部
町
の
振
興
発

展
に
な
お
一
層
精
進
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。」
と
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

乙
部
町
表
彰
式

乙
部
町
表
彰
式

平
成
二
十
六
年
度

功
労
表
彰

町発展への
　　功績をたたえて

産
業
功
労

永
渕
定
雄 

氏
（
富
岡
・
七
十
一
歳
）

生
活
文
化
功
労

萬
木
英
光 

氏
（
緑
町
・
七
十
一
歳
）

生
活
文
化
功
労

新
谷
祐
子 

氏
（
花
磯
・
七
十
一
歳
）

教
育
功
労

麓　

善
勝 

氏
（
花
磯
・
七
十
六
歳
）

防
災
功
労

近
藤
宗
司 

氏
（
元
町
・
六
十
七
歳
）

（
受
賞
者
の
経
歴
紹
介
に
つ
い

て
は
、
広
報
お
と
べ
十
一
月
号

に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

受
賞
者
の
ご
紹
介

受賞者に贈られた乙部町民

表彰ブロンズ「継
けい

翔
しょう

」

中川眞一郎氏　作
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十
一
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
ま

で
の
税
を
考
え
る
週
間
の
事
業
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
税
に
関
す
る
書

道
展
が
行
わ
れ
、
町
内
の
小
学
生

が
素
晴
ら
し
い
作
品
を
書
き
上
げ
、

乙
部
町
危
険
物
安
全
協
会
事
業

平
成
二
十
六
年
度
危
険
物
図
画
コ
ン
ク
ー
ル

　

乙
部
町
危
険
物
安
全
協
会
（
安
澤
竹
士
楼
会
長
）
活
性
化
事
業
の

一
環
と
し
て
、
危
険
物
に
対
す
る
理
解
や
知
識
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
、
平
成
二
十
六
年
度
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
が
乙
部
小
学
校
の
一
年
生

を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
品
・
参
加
賞
の
贈
呈
式
が
十
月
二
十
七
日
に
行
わ
れ
、
安
澤

会
長
か
ら
受
賞
者
児
童
に
記
念
品
を
協
力
し
て
く
れ
た
児
童
全
員
に

参
加
賞
を
手
渡
し
ま
し
た
。

【
画
題　

消
防
自
動
車
】

　

会
長
賞　

町　

中　

こ
の
み

　

副
会
長
賞　

松　

原　

唯　

斗

　

監
事
賞　

岸　

田　

紫　

音

　

優
秀
賞　

横　

山　

悠　

月

　

優
秀
賞　

由　

利　

一　

斗

危
険
物
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

税
に
つ
い
て
書
や
作
文
か
ら
理
解
を
深
め
る

税
に
関
す
る
書
道
展

税
に
つ
い
て
の

　
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　

国
税
庁
と
全
国
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
の
共
催
に
よ
り
、
中
学
生

を
対
象
に
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、
乙
部
中

学
校
生
徒
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　北

海
道
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

会
長
賞

　

乙
部
中
３
年　

西　

紗
和
希
さ
ん

江
差
税
務
署
長
賞

　

乙
部
中
３
年　

近
藤　

美
優
さ
ん

平成26年工業統計が実施されます。
　平成 26 年 12 月 31 日現在で実施されます。

　統計調査員が皆様の事業所へ調査票をお持ちするか、又は国から

郵送で調査票が送付されますので、ご回答をお願いいたします。

町
民
文
化
祭
で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

税
務
署
長
金
賞

　

乙
部
小
６
年　

松
谷　

優
香
さ
ん

　

栄
浜
小
３
年　

野
々
井
愛
紗
さ
ん

　

明
和
小
６
年　

浅
野　

瑞
季
さ
ん

江
差
地
方
法
人
会
会
長
銀
賞

　

乙
部
小
５
年　

佐
々
木
真
生
さ
ん

　

乙
部
小
４
年　

坪
田　

星
那
さ
ん

　

乙
部
小
３
年　

山
本　

莉
子
さ
ん

▲浅野　瑞季さん ▲野々井　愛紗さん ▲松谷　優香さん

▲近藤　美優さん ▲西　紗和希さん

▲佐々木真生さん　坪田　星那さん　山本　莉子さん
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乙部町内の
除 雪 計 画
乙部町内の
除 雪 計 画

　

冬
期
間
の
交
通
確
保
は
、
産

業
活
動
と
地
域
住
民
の
生
活

を
支
え
る
重
要
な
施
策
で
す
。

町
内
の
道
路
除
雪
は
、
国
道

（
２
２
９
号
線
）、
道
道  

（
乙
部

厚
沢
部
線
、
乙
部
港
線
、
旭
岱

鳥
山
線
）、
町
道
の
そ
れ
ぞ
れ

の 

管
理
者
に
よ
っ
て
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

町
道
は
、
主
要
幹
線
道
路
や

生
活
道
路
を
優
先
的
に
、
す
み

や
か
に
除
雪
作
業
を
行
い
、
安

全
な
通
行
が
で
き
る
よ
う
町
内

を
５
地
域
に
区
分
し
、
除
雪
計

画
を
立
て
て
い
ま
す
。

　

除
雪
範
囲
が
広
い
た
め
、
多

少
時
間
が
遅
く
な
る
地
域
も
あ

り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。　
　

　

ま
た
、
夜
間
の
除
雪
は
、
通

常
行
い
ま
せ
ん
の
で
夜
間
走
行

す
る
場
合
は
慎
重
に
運
転
願
い

ま
す
。

　

町
道
の
除
雪
地
域
区
分
、
連

絡
先
は
次
の
と
お
り
で
す
。

除雪の支障となりますので路上駐車はやめてください

除雪地域の区分、連絡先
１．滝瀬・元町・緑町・館浦･･･････････林組（☎６２－２１３１）
　　緑町・館浦（歩道）･･･････乙部振興公社（☎６２－２３９１）
２．姫川・旭岱･･･････････････････････林組
３．千岱野・富岡･･･････林組、乙部振興公社
４．鳥山・栄浜・元和（可笑内を除く）
　　　　　　　　　･･･････････････大坂建設（☎６２－２９３６）
５．元和（可笑内）・三ツ谷・潮見・花磯・豊浜
　　　　　　　　　･･･････････････明石建設（☎６３－２５６８）

　※詳しいことについては、役場建設課までお問い合わせ下さい。

国道・道道の除雪に関することは下記におたずねください。
　　国道　北海道開発局函館開発建設部江差道路事務所（℡ 0139-52-0107）
　　道道　北海道函館建設管理部江差出張所　　　　　 （℡ 0139-52-6531））

ご協力をお願いします
◆家のまわりの雪を道路に出すことで除

　雪作業の支障となり、通行の迷惑となっ

　ていますので絶対やめましょう。

◆道路を広く除雪できるよう車の路上駐

　車はやめてください。

◆みんなで歩道の除雪に協力し、道路を

　広く使えるようにしてください。

◆歩道への車両等乗り入れのため縁石の

　前面に木材や三角形の金物をおいてあ

　るのが見受けられますが、除雪機械の

　故障あるいは事故の原因になりますの

　で、歩道外へ撤去してください。

◆歩道上にゴミ箱等が置かれていますと、

　歩道除雪の支障になりますので、移動

　してください。平成 26 年度町道除雪計画概要図（地域別）

◆市街地の排雪地として国道姫川橋上流
　右岸姫川堤防敷地を指定しましたので
　ご利用下さい。

排 雪 場 所 の 指 定
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交
通
事
故
死
ゼ
ロ
２
０
０
０
日
達
成

　

十
月
十
一
日
で
、
乙
部
町
内
で

の
交
通
死
亡
事
故
死
ゼ
ロ
が
連
続

二
千
日
を
達
成
し
た
と
し
て
、
十

月
十
四
日
、
江
差
警
察
署
（
高
橋

昌
弘
署
長
）
か
ら
乙
部
町
交
通
安

全
運
動
推
進
委
員
会
に
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

各
自
治
会
町
内
会
を
始
め
、
事

業
所
の
協
力
に
よ
り
、
交
通
安
全

指
導
員
を
中
心
と
し
た
街
頭
指
導

や
啓
発
な
ど
交
通
安
全
の
各
種
活

動
に
よ
り
達
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
北
海
道
交
通
安
全
推
進

委
員
会
か
ら
も
二
千
日
達
成
の
表

彰
状
と
記
念
品
が
送
ら
れ
、
今
後

も
三
千
日
、
五
千
日
と
交
通
事
故

死
ゼ
ロ
の
記
録
が
伸
び
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

函
館
地
区
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と

　
　

災
害
時
の
輸
送
協
定
を
締
結

　

十
一
月
五
日
、乙
部
町
役
場
で
、

乙
部
町
と
函
館
地
区
ト
ラ
ッ
ク
協

会
（
東
谷
武
彦
会
長
）
と
の
間
で
、

災
害
時
に
生
活
用
品
な
ど
の
救
援

物
資
を
届
け
る
緊
急
輸
送
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

同
協
会
は
、
檜
山
管
内
の
運

送
業
二
百
六
十
三
社
が
加
盟

し
、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
車
両
は
約

四
千
三
百
台
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
同
協
会
を
代
表
し
て

砂
原
荘
吉
専
務
理
事
ら
が
役
場
を

訪
れ
、
調
印
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

砂
原
専
務
理
事
は
「
労
働
環
境

や
燃
料
の
高
騰
な
ど
、
ト
ラ
ッ
ク

業
界
の
環
境
は
厳
し
く
な
っ
て
い

る
が
、物
資
の
輸
送
に
つ
い
て
は
、

自
分
た
ち
が
専
門
で
あ
り
、
わ
れ

わ
れ
が
や
れ
る
こ
と
を
し
た
い
と

述
べ
、
寺
島
町
長
は
「
大
変
心
強

く
、
あ
り
が
た
い
」
と
感
謝
の
意

を
伝
え
ま
し
た
。

2015 年農林業センサスにご協力下さい。
　平成 27 年 2 月 1 日現在で、全国一斉に“農林業の国勢調査”
といわれる「2015 年農林業センサス」が実施されます。
　この調査は、今後の農林業の政策に役立てるために５年ごと
に実施される極めて大切な調査です。
　農林業を営んでいる皆様のところに調査員が訪問して、調査
票に記入をお願いしますので、ご協力をお願いします。

災
害
発
生
時
の
避
難
所
を
想
定
し
た
防
災
訓
練

　

滝
瀬
自
治
会
で
十
月
二
十
日
、

災
害
発
生
時
の
避
難
所
の
行
動
を

想
定
し
た
「
地
域
防
災
訓
練
」
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
は
、
滝
瀬
自
治
会

が
自
主
的
に
行
っ
た
も
の
で
、
滝

瀬
地
区
は
高
台
に
あ
り
、
乙
部
町

で
津
波
被
害
が
発
生
し
た
場
合

は
、
町
内
の
避
難
所
と
し
て
の
機

能
を
担
う
こ
と
か
ら
、
炊
き
出
し

や
救
命
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

炊
き
出
し
訓
練
は
、
婦
人
会
が

中
心
と
な
り
、
長
期
保
存
米
を

使
っ
た
お
に
ぎ
り
と
豚
汁
を
、
家

庭
で
は
あ
ま
り
使
わ
な
い
大
き
な

鍋
を
使
用
し
、
協
力
し
て
手
際
よ

く
調
理
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
救
命
訓
練
は
乙
部
消
防

署
職
員
の
指
導
に
よ
り
、
身
近
に

あ
る
も
の
を
使
っ
た
救
命
法
と
し

て
、
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
な
ど
を

使
っ
た
担
架
に
よ
る
搬
送
法
や

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
対
外
式
除
細
動

器
）
の
使
い
方
な
ど
の
説
明
を
受

け
て
実
践
し
ま
し
た
。

　

滝
瀬
自
治
会
の
橋
本
紀
夫
会

長
は
、「
滝
瀬
地
区
は
地
理
的
に

津
波
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、
町

内
で
の
救
援
活
動
と
し
て
の
役

割
は
大
き
く
、
今
回
の
防
災
訓
練

で
参
加
し
た
皆
さ
ん
も
防
災
に

つ
い
て
の
関
心
も
高
ま
っ
た
と
思

い
ま
す
。｣
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

災
害
が
起
き
た
と
き
に
被
害

を
軽
減
す
る
減
災
は
、
防
災
訓
練

な
ど
で
実
践
的
な
対
応
を
経
験

す
る
こ
と
が
効
果
的
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
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笑
顔
あ
ふ
れ
る
ス
テ
ー
ジ
！

　
　
　
　

つ
く
し
保
育
園
お
ゆ
う
ぎ
会

　

十
月
二
十
六
日
、
乙
部
町
公
民

館
講
堂
で
「
つ
く
し
保
育
園
お
ゆ

う
ぎ
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
ゆ
う
ぎ
会
は
、
保
育
園
の
日

常
に
お
い
て
、
仲
間
と
の
生
活
の

中
で
身
に
つ
け
た
表
現
を
楽
し
む

子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見
て
も
ら
う

こ
と
が
目
的
で
す
。

　

当
日
は
、
園
児
七
十
人
が
、
こ

の
日
の
た
め
に
一
生
懸
命
練
習
し

た
お
遊
戯
や
歌
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
な

ど
を
た
く
さ
ん
の
家
族
が
見
て
い

る
中
で
披
露
し
ま
し
た
。

　

園
児
ら
は
、
色
鮮
や
か
な
す
て

き
な
手
作
り
衣
装
を
身
に
ま
と

い
、笑
顔
で
楽
し
そ
う
に
歌
っ
て
、

踊
り
ま
し
た
。

　

一
歳
児
の
中
に
は
初
め
て
の
舞

台
で
大
勢
の
観
客
に
泣
き
出
し
て

し
ま
う
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、

最
後
に
、
今
年
度
で
卒
園
す
る
年

長
組
（
ぞ
う
組
）
の
園
児
ら
が
代

表
で
、
訪
れ
た
皆
さ
ん
へ
の
お
礼

の
あ
い
さ
つ
を
立
派
に
や
り
遂
げ

て
い
ま
し
た
。

　

か
わ
い
ら
し
い
園
児
の
姿
に
会

場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
沸
き
、

ア
ン
コ
ー
ル
の
声
も
あ
が
る
な
ど

大
成
功
で
し
た
。

将
来
に
向
け
て
の
学
び

江
差
高
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　

江
差
高
校
二
年
生
（
百
十
人
）

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
職
場
体

験
学
習
）
が
、
十
一
月
十
三
日
、

十
四
日
の
二
日
間
、
檜
山
管
内
の

企
業
や
事
業
所
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
は
職
場

体
験
実
習
の
こ
と
で
、
社
会
人
と

接
す
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
図
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
進
路
に
向
け
取
り
組
む

き
っ
か
け
に
す
る
た
め
に
平
成

二
十
三
年
度
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
年
は
四
十
九
事
業
所
に
訪
問

し
、
生
徒
た
ち
は
普
段
体
験
で
き

な
い
こ
と
を
さ
せ
て
も
ら
い
、
職

場
で
は
ひ
と
つ
の
ミ
ス
が
命
取
り

に
な
る
と
こ
ろ
や
、
人
を
思
い
や

る
気
持
ち
を
大
事
に
し
て
積
極
的

に
仕
事
に
取
り
組
む
姿
勢
を
学
ん

で
い
ま
し
た
。

　

江
差
高
校
の
古
瀬
径
二
教
頭
は

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
修
学
旅

行
が
お
わ
り
、
真
剣
に
進
路
と
向

き
合
う
時
期
に
き
っ
か
け
を
つ
く

る
大
事
な
も
の
で
す
。
職
場
に
は

い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
る
の
で
、
た

く
さ
ん
話
を
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
て
将
来

の
役
に
立
て
て
ほ
し
い
で
す
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

乙
部
消
防
署
で
は
毎
日
行
っ
て

い
る
無
線
試
験
や
、
防
火
服
に
早

く
着
替
え
る
訓
練
、
普
通
救
命
講

習
（
心
肺
蘇
生
法
）
な
ど
を
体
験

し
ま
し
た
。

　

消
防
署
で
実
習
し
た
荒
木
泰
樹

君
は
「
普
段
体
験
で
き
な
い
消
防

署
の
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
を
体
験
で

き
、と
て
も
た
め
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
も
っ
と
勉
強
を
し
て

い
き
た
い
で
す
。」
と
熱
く
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
つ
く
し
保
育
園
（
園
児

七
十
五
名
）
で
は
、
組
ご
と
に
分

れ
て
園
児
の
保
育
や
、
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
な
ど
を
体
験
し
て
い
ま

し
た
。

　

つ
く
し
保
育
園
で
実
習
し
た
服

部
未
来
さ
ん
は
、「
子
ど
も
は
す

ご
く
元
気
で
明
る
く
て
、
最
初
は

緊
張
し
て
い
た
け
ど
す
ぐ
に
慣
れ

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
か
わ
い

く
て
、
子
ど
も
と
触
れ
合
う
の
は

楽
し
い
で
す
」
と
、
話
し
て
い
ま

し
た
。

こ
の
記
事
は
乙
部
町
役
場
で
実
習
し
た
笹

田
章
史
と
金
谷
千
春
が
担
当
し
ま
し
た
。

乙部消防署での実習

つくし保育園での実習

（
　
　
　
　
　
　   

　    

）

あなたの一票が未来を決める!!   明るい未来と夢のある社会をつくるため、必ず投票しましょう!! 
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お父さん＝
　　　　　　和島　央法さん
お母さん＝

　　　　　　　　加奈さん
ぼくは

１歳 2 ケ月の男の子です。
名前の由来＝
　響きと、賢く元気いっぱい
という漢字のもつ意味から、
長男と両親で考えて名付けま
した。
両親の願い＝
　健康で、たくましく、思い
やりのある子に育って欲しい
です。

お父さん＝
　　　　佐藤　昌宏 さん

お母さん＝
　　　　　　　　ひさ さん

ぼくは
１歳３ヶ月の男の子です。

名前の由来＝
　字画と、誰にでも優しく助
けてあげると言う意味で付け
ました。
両親の願い＝
　健康ですこやかに、誰に対
しても思いやりのある子に
育って欲しいです。

和島　伶旺くん

（館　浦）
佐藤　怜くん

（栄　浜）

わが家のアイドル

　れん れ　お

　これまで、公的年金（遺族年金、障害年金、老齢年金、労災年金等）を受給する方は、児童扶養手当を
受給できませんでしたが、平成 26 年 12 月以降は、年金額が児童扶養手当額より低い方は、その差額分の
児童扶養手当を受給できるようになります。
 

・お子さんを養育している祖父母等が、低額の老齢年金を受給している場合
・父子家庭で、お子さんが低額の遺族厚生年金のみを受給している場合
・母子家庭で離婚後に父が死亡し、お子さんが低額の遺族厚生年金のみを受給している場合　など　

　児童扶養手当を受給するためには、役場町民課年金係への申請が必要です。
 

◆手当は申請の翌月分から支給開始となります。ただし、これまで公的年金を受給していたことにより児
　童扶養手当を受給できなかった方のうち、平成 26 年 12 月 1 日に支給要件を満たしている方が、平成 27
　年 3 月までに申請した場合は、平成 26 年 12 月分の手当から受給できます。
◆平成 26 年 12 月～平成 27 年 3 月分の手当は、平成 27 年 4 月に支払われます。

☆お問い合わせ・申請は役場町民課年金係（℡ 62-2311）まで☆

平成 26 年 12 月１日から
｢児童扶養手当法」の一部が改正されます

今回の改正により新たな手当を受けとれる場合

＜参考：児童扶養手当の月額＞ （平成 26 年 4 月～）
○子ども 1 人の場合
　・全部支給：41,020 円　・一部支給：41,010 円～ 9,680 円（所得に応じて決定されます）
○子ども 2 人以上の加算額
　・2 人目：5,000 円　・3 人目以降 1 人につき：3,000 円

新たな手当を受給するために手続き

支給開始日

12月14日は、第47回衆議院議員選挙が行われます。



高齢者肺炎球菌予防接種のご案内

〔８〕

高齢者肺炎球菌予防接種のご案内高齢者肺炎球菌予防接種のご案内
肺炎球菌感染症とは、
　主に気道の分泌物に含まれる細菌で、唾液などを通じて飛沫感染し、気管支炎や肺炎、敗血症などの重い合併
症を引き起こすことがあります。
　肺炎は、日本の死亡原因の第３位となっており、一般に細菌によって生じる肺炎のうち 25％～ 30％は肺炎球菌
が原因と考えられています。

肺炎球菌ワクチンとは？
　肺炎球菌には 90 種類以上の
血清型があり、定期接種で使用
される「23 価肺炎球菌ワクチン」
は、そのうちの 23 種類の血清
型を予防の対象としたワクチン
です。

　①～③のいずれかに該当し、過去に接種をしたことがない方。
　12 月中に対象者へ個別通知でお知らせします。

平成 26 年度の定期接種の対象者

　65 歳（昭和 24 年 4 月 2 日～ 25 年 4 月 1 日）

　75 歳（昭和 14 年 4 月 2 日～ 15 年 4 月 1 日）

　85 歳（昭和　4 年 4 月 2 日～ 5 年 4 月 1 日）

　95 歳（大正　8 年 4 月 2 日～ 9 年 4 月 1 日）

② 101 歳以上（大正 3 年 4 月 1 日以前の生まれの方）・・・平成 26 年度限りです。
③ 60 歳以上 65 歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器・免疫機能で１級の身体障害者手帳をお持ち

①平成 26 年度に下記の年齢になる方・・・次の生年月日の方は 27 年度以降対象となりません。

肺炎は冬に多い病気なの？
　冬に限らず、一年を通していつでもかかる可能性のある病気です。
　風邪やインフルエンザ等が原因で肺炎にかかってしまうこともあ
りますが、体力や抵抗力（免疫力）が落ちてきているとき等、要注
意です。
　また、唾液や飲み物、食べ物等が気管に入ってしまう誤

ご え ん

嚥による
肺炎もあります。これは、唾液に含まれる細菌が肺炎を引き起こし
てしまうためです。

　70 歳（昭和 19 年 4 月 2 日～ 20 年 4 月 1 日）

　80 歳（昭和　9 年 4 月 2 日～ 10 年 4 月 1 日）

　90 歳（大正 13 年 4 月 2 日～ 14 年 4 月 1 日）

 100 歳（大正　3 年 4 月 2 日～ 4 年 4 月 1 日）

実施期間 １月６日（火）～３月 31 日（火）　( 外来のある日 )

会　場 乙部町国民健康保険病院

個　人
負担金

１回接種　3,000 円
生活保護世帯の方は申込時にお申し出下さい。
※接種料金 8,110 円のうち、町より 5,110 円を助成しています。

申　込
12 月１日（月）から受付
申込先　乙部町役場　町民課保健衛生係　　電話　62-2311

その他 お申込み後、役場より接種のご案内、問診票、注意事項をお送りします。
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12月のカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

／ ₁ ₂ ₃ ₄ ₅ ₆
カラダうれしい講座

（ボクササイズ）
（交流 午後 7 時～） 

お達者ぴんしゃん教室
（ケア 午前10時～）
ヒブワクチン予防接種

（国保 午後 1 時 30 分～）
不活化ポリオ予防接種

（国保 午後 1 時 30 分～）
MAMA FIT・ミニひよこサークル

（交流 午前10時～）

少年団体力測定会
（町体 午前９時～）

₇ ₈ ₉ 10 11 12 13
休日当番医
道立江差病院

第 4 回
乙部町議会定例会

（役場 午前10時～）

骨髄バンク登録日、
肝炎ウイルス検査日、
HTLV-1 検査日

（江保 ※ 1 事前予約）

ぴよぴよ広場・すくすく広場・ひ
よこサークル合同「クリスマス会」

（交流 午前10時～）
サロン「とよはな」

（豊セ 午後 1 時～）

男のためのお達者教室
（ケア 午後１時 30 分～）

14 15 16 17 18 19 20
休日当番医
厚沢部町国保病院

女性の健康相談
（江保 午後 1 時～）
こころの健康相談

（江保 午後 3 時～）
おしゃべりサロン 

（姫ふ  午後 1 時 30 分～）
赤ちゃん相談・健診

（ケア 午後 1 時～）

お達者ぴんしゃん教室
（ケア 午前10時～）
四種混合予防接種

（国保 午後１時 30 分～）
三種混合予防接種

（国保 午後 1 時 30 分～）
健康相談

（ゆ里 午後１時 30 分～）

健康相談
（三愛 午前 9 時～）
健康相談

（三研 午前 9 時 40 分～）

 

21 22 23 天皇誕生日 24 25 26 27
休日当番医
道立江差病院

骨髄バンク登録日、
肝 炎 ウ イ ル ス 検 査
日、HTLV-1 検査日

（江保 ※ 1 事前予約）

休日当番医
佐々木病院

肺炎球菌ワクチン予防接種（小児）
（国保 午後 1 時 30 分～）
水痘ワクチン予防接種

（国保 午後 1 時～）
小中学校終業式

28 29 30 31 ／ ／ ／
休日当番医
上ノ国診療所

役場・病院
教育委員会
仕事納め

休日当番医
道立江差病院
南部檜山清掃センター
は 1 月 5 日まで休業
となります。

₁
₁

₁
₂

11
30

会
場
・
場
所
略
称

( 江保 ) 江差保健所
( 国保 ) 国保病院
( 町館 ) 町民会館
( 町体 ) 町民体育館
( ケア ) ケアセンターおとべ

( 三愛 ) 三ツ谷愛郷会館
( 三研 ) 三ツ谷研修会館
( つ保 ) つくし保育園

（公民）公民館
( ゆ里 ) ゆりの里活性化センター

（交流）生きがい交流センター 
（姫ふ）姫川ふれあいセンター
（豊セ）とよはま地区センター

可燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
①地区

不燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
①地区

不燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
①地区

ごみ収集の略称　①地区・・・滝瀬、元町１、元町２、緑町１、緑町２
　　　　　　　　②地区・・・豊浜、花磯、潮見、三ツ谷、元和、栄浜、鳥山、館浦、温泉団地、富岡、千岱野、姫川、旭岱

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
②地区

₁
₃

不燃ごみ収集
②地区

不燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
②地区

※１　骨髄バンク登録日、肝炎ウィルス検査日、ＨＴＬＶ－１検査日は事前予約が必要です。　江差保健所（℡ 52-1053）

小・中学校冬休み

小・中学校冬休み

不燃ごみ収集
②地区
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第
四
十
七
回
乙
部
町
民
文
化
祭

が
十
一
月
七
日
か
ら
九
日
ま
で
の

三
日
間
、
町
民
会
館
と
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

作
品
展
示
に
は
一
般
で
は
十
六

団
体
十
二
個
人
か
ら
と
児
童
、
生

徒
、
園
児
か
ら
の
作
品
あ
わ
せ
て

千
五
百
点
が
三
日
間
、
展
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

七
日
に
は
映
画
「
じ
ん
じ
ん
」

の
上
映
会
が
行
わ
れ
、八
日
の「
子

ど
も
の
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
館
浦

婦
人
会
読
み
聞
か
せ
の
会
と
キ
ッ

ズ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
・
ア
ニ
メ
上
映
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
九
日
は
女
性
団
体
連

絡
協
議
会
の
軽
食
バ
ザ
ー
と
千
岱

野
漬
物
研
究
会
の
漬
物
バ
ザ
ー
と

芸
能
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
芸

能
発
表
で
は
、
六
団
体
と
二
つ
の

学
校
か
ら
十
八
演
目
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

三
日
間
に
町
民
文
化
祭
に
訪

れ
た
方
は
町
内
外
か
ら
お
よ
そ

千
四
百
人
を
数
え
ま
し
た
。

文
化
の
秋
、
芸
術
の
秋

 

第
四
十
七
回
乙
部
町
民
文
化
祭

教
育
委
員
会
だ
よ
り

第297号

　

北
海
道
文
化
団
体
協
議
会
・
町

公
民
館
主
催
の
檜
山
管
内
合
唱
祭

が
十
一
月
十
六
日
、
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
合
唱
祭
は
毎
年
、
各
町
持

ち
回
り
で
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
今
年
は
管
内
五
町
か
ら
五
団

体
の
八
十
六
人
が
出
演
し
ま
し
た
。

　

乙
部
町
内
か
ら
は
「
Ｃ
ａ
ｐ
ｅ

Ｃ
ｈ
ｏ
ｒ
（
ケ
ー
プ　

コ
ー
ル
）」

が
出
場
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
合
唱

祭
出
場
を
め
ざ
し
て
六
月
に
結
成

さ
れ
た
も
の
で
、
三
歳
の
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
世
代
を
超
え
た
有

志
二
十
四
人
の
合
唱
団
で
す
。
町

内
に
は
館
の
岬
、
突
符
岬
、
鮪
の

岬
と
い
う
三
つ
の
特
徴
的
な
岬
が

あ
る
の
で
、
岬
の
合
唱
団
を
イ
メ

ー
ジ
し
て
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

合
唱
祭
当
日
は
月
二
回
ほ
ど
の

練
習
を
重
ね
て
き
た
四
曲
を
披
露

し
集
ま
っ
た
方
々
か
ら
大
き
な
拍

手
が
お
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

講
堂
に
響
く
コ
ー
ラ
ス

　
　
　

檜
山
管
内
合
唱
祭

▲若柳流の舞踊

▲ピアノを愛する会クラヴィアによる演奏

▲作品展示 ▲軽食バザー ▲絵本の読み聞かせ

▲ヒップホップダンス

▲乙部中学校３年生による合唱



〔11〕 12月の公民館図書室「町民おすすめ文庫」は、ALTのスザーンさんおすす
めの「英語の絵本」です。ぜひご覧ください。

図書室の新刊おすすめ紹介
【一般向け】
●群青のダンデム　　　　　　　　　　（長岡　弘樹）
●一人っ子同盟　　　　　　　　　　　（重松　清）
●ラブ・ロンダリング　　　　　　　　（高田　ちさき）
●物語のおわり　　　　　　　　　　　（湊　かなえ）
●夜また夜の深い夜　　　　　　　　　（桐野　夏生）
●使うなら、どっち？　　　　　　　　（渡辺　雄二）
●学力危機北海道　　　　　　　　　　（読売新聞北海道支社）
●ＣＯＯＫＰＡＤ健康レシピ　　　　　（クックパッド）
●気遣いのキホン　　　　　　　　　　（三上　ナナエ）

【幼児・児童向け】
●妖怪ウォッチクイズ＆パズル　　　　（妖怪ウォッチ製作委員会）
●お願いフェアリー 13　　　　　　　  （みずの　まい）
●怪談オウマガドキ学園９・10　　　　（同編集委員会）
●私立霊界高校　　　　　　　　　　　（楠木　誠一郎）
●医学のひみつ / いる？いらない？のひみつ（並木　伸一郎）
●おしょうがつおめでとうはじまりの日！（ますだ　ゆうこ）
●なんのにおい　ふゆ　　　　　　　　（ビーゲン　セン）
●とけいえほんいまなんじ？　　　　　（森のくじら）
●おべんとうめしあがれ　　　　　　　（視覚デザイン研究所）

麓
善
勝
氏
が

　

社
会
教
育
委
員
表
彰
を
受
賞

第
二
十
三
回
体
育
協
会
長
杯

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会

俳
優
の
宇
梶
氏
が
講
演

　
　
　

檜
山
教
育
講
演
会

　

檜
山
教
育
講
演
会
（
同
実
行
委

員
会
等
主
催
）が
十
一
月
十
四
日
、

公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
テ
レ
ビ
や

映
画
で
活
躍
中
の
俳
優
宇
梶
剛
士

氏
が
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

昼
の
部
の
町
内
小
学
校
高
学
年

と
中
学
生
を
対
象
に
し
た
講
演
で

は
、
少
年
時
代
に
打
ち
込
ん
で
い

た
野
球
に
つ
い
て
、
夢
と
希
望
を

持
っ
て
い
た
こ
と
や
困
難
に
直
面

し
た
時
の
こ
と
な
ど
の
話
し
に
共

感
す
る
児
童
生
徒
達
の
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

宇
梶
氏
は
講
演
を
通
し
て
、
自

ら
が
俳
優
に
な
る
ま
で
の
道
の
り

を
元
に
、
子
ど
も
達
の
未
来
に
向

け
て
「
今
」
を
頑
張
る
こ
と
の
大

切
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
を
対
象
と
し
た

夜
の
部
で
は
、
町
内
外
か
ら

二
百
十
五
人
が
訪
れ
、
午
前
の
部

の
講
演
に
加
え
、
荒
れ
た
生
活
を

送
っ
て
い
た
暴
走
族
時
代
の
話
し

や
立
ち
直
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た

チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
自
伝
と
の
出
会

い
な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
交

え
て
の
講
演
に
、
来
場
者
は
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
の
講
演
で
も
、
一
人
ひ

と
り
が
自
分
の
人
生
の
主
役
で
あ

り
、
失
敗
し
て
も
前
を
向
い
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
伝
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

麓
善
勝
氏
（
花
磯
・
七
十
六
歳
）

が
社
会
教
育
委
員
と
し
て
の
功
績

が
認
め
ら
れ
全
国
社
会
教
育
委
員

連
合
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

麓
氏
は
、
平
成
九
年
四
月
に
社

会
教
育
委
員
に
就
任
し
て
以
来
、

生
涯
学
習
の
推
進
や
青
少
年
健
全

育
成
の
事
業
に
積
極
的
な
提
言
を

し
、
自
ら
も
多
く
の
機
会
を
捉
え

て
研
修
会
に
参
加
す
る
等
、
進
ん

で
生
涯
学
習
を
実
践
す
る
と
と

も
に
、
社
会
教
育
に
関
す
る
諸
計

画
の
立
案
と
研
究
調
査
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
年
十
一
月
か
ら
は

町
社
会
教
育
委
員
長
と
し
て
、
平

成
二
十
二
年
四
月
か
ら
は
檜
山

管
内
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議

会
副
会
長
、
平
成
二
十
五
年
四
月

か
ら
は
同
協
議
会
会
長
と
し
て

社
会
教
育
の
振
興
発
展
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

ま
し
た
。

十
月
二
十
二
日
・
二
十
四
日

（
町
民
体
育
館
）

［
混
成
の
部
］

優
勝　

乙
部
Ａ
（
工
藤
勝
仁
・
甲

谷
久
和
・
岩
沢
貢
・
吉
川
由
美
子
・

吉
川
恵
衣
子
・
西
村
紀
恵
子
・
林

優
子
・
中
野
恵
久
子
）

十
一
月
二
日
（
町
民
体
育
館
）

檜
山
管
内
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
競
技
の
部

［
女
子
の
部
］

第
三
位　

乙
部
町

［
い
じ
め
の
根
絶
部
門
の
標
語
部

門
（
小
学
校
の
部
）］

　

教
育
局
最
優
秀
賞　

新
谷
果
央

［
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
の
根
絶
部
門

の
標
語
部
門
（
小
学
校
の
部
）］

　

教
育
局
優
秀
賞　

阿
曽　

萌

　

教
育
局
奨
励
賞　

日
沼
一
楓

　
　
　
　
　
　
　
　

能
代
一
太

平
成
二
十
六
年
度

い
じ
め
・
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
根
絶
！

メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ン
ク
ー
ル



〔12〕

お 知 ら せ

運
転
免
許
証
の
更
新

お
済
み
で
す
か

　

12
月
の
運
転
免
許
更
新
時
講
習

の
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
12
月
４
日
（
木
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

一
般
運
転
者
講
習 

午
後
１
時
45
分

初
回
運
転
者
講
習 

午
後
３
時

▽
12
月
16
日
（
火
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

違
反
運
転
者
講
習 

午
後
1
時
45
分

乙部町国民健康保険病院　12月外来診療日程表 診療受付時間　午前   8:30〜11:00
　　　　　　　午後 13:00〜15:00

※診療体制は変更になる場合があります。予め御了承ください。
※診療時間外・夜間等の受診は、救急医療体制を支えている医師の負担が増加します。地域の救急医療体制を維持するためにも、可能な
　限り通常の診療時間内に受診いただきたくなど、適正受診にご協力お願いいたします。

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日

16
日

17
日

18
日

19
日

20
日

21
日

22
日

23
日

24
日

25
日

26
日

27
日

28
日

29
日

30
日

31
日

月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土日月火水

午
前

村
瀬
村
瀬
村
瀬
村
瀬
村
瀬

乙
部
町
国
保
病
院

村
瀬
村
瀬
村
瀬
村
瀬
奈
良

厚
沢
部
町
国
保
病
院

村
瀬
村
瀬
村
瀬
村
瀬
村
瀬

道
立
江
差
病
院

村
瀬佐
々
木
病
院

村
瀬
村
瀬
村
瀬 上

ノ
国
診
療
所

村
瀬
村
瀬

　

道
立
江
差
病
院

野
村
野
村
野
村
野
村
野
村

野
村
野
村
奈
良
野
村
野
村

野
村
野
村
野
村
野
村
野
村

野
村

野
村
野
村
野
村

野
村
野
村

午
後
野
村
村
瀬
野
村
村
瀬
村
瀬

野
村
村
瀬
奈
良
奈
良
野
村

野
村
村
瀬
野
村
村
瀬
村
瀬

野
村

野
村
村
瀬
野
村

野
村
村
瀬

ねんきんの窓

国民年金保険料は、退職（失業）による特例免除があります！
　国民年金には保険料納付が困難な方で本人、配偶者、世帯主の前年所得（※１）が一定額以下の方が申請するこ
とで、国民年金の保険料が免除される制度があります。（一部納付制度もありますが、この場合は保険料の一部を
納付しなければ未納期間となります。）
　ただし、失業・倒産・事業の廃止（※２）、天災などが原因で所得が無くなったことにより国民年金の保険料が
納付出来ない方は、その事実が確認できる公的機関の証明書等（※３）の写しを添付していただくと、その方の前
年所得は審査対象外となります。
※１　１月から６月に申請する場合は前々年の所得となります。
※２　免除を申請する日の属する年度またはその前年度に失業（離職）された方が対象です。
※３　「雇用保険受給資格者証」　「雇用保険被保険者離職票」　「離職者支援資金の貸付決定通知」など。

 

      

●申請はお住まいの市（区）町村の国民年金担当窓口及び年金事務所で行ってください。
　【申請の際に必要なもの】
　①年金手帳または基礎年金番号のわかるもの（納付書等）
　②印鑑（本人署名の場合は不要）
　③失業していることを確認できる公的機関の証明書（※３）
　④他の市（区）町村から転入された方は、前年の所得証明書（※１）

（対象年の 1 月 1 日に住所があった市町村でしか発行されません。）
●国民年金には、追納という制度があり、10 年以内なら免除を受けた期間の保険料を納めることができます。追
納をされることにより、老齢基礎年金の年金額に算入されます。また、免除が承認された期間の翌年度から起算し
て３年度目以降は、当時の保険料に加算金がつきますので、お早めにされることをおすすめします。

☆お問い合わせ・お申込みは役場町民課年金係（電話 62―2311）まで☆

申請者（本人）の
前年所得　※１

配偶者の前年所得
※１

世帯主の前年所得
※１

一般の免除申請 審査対象 審査対象 審査対象

申請者（本人）が失業したことによる特例申請 審査対象外 審査対象 審査対象

※配偶者または世帯主が失業した場合にもそれぞれ所得審査対象外となります。



　前任地：静岡県藤枝市（藤枝市立総合病院救急治療室・Ｄ
ＭＡＴ）。
　藤枝は、静岡市の隣りで人口約 15 万人です。東京から新幹
線で 1 時間 30 分、新千歳空港から飛行機（富士山静岡空港）
で 1 時間 50 分、函館から飛行機で 5 時間、函館から新幹線で
8 時間（北海道新幹線が開通すると 7 時間）です。
　富士市が出身地です。浜松医科大学卒業。
　江差の印象：海がきれい。横風で運転が大変。
　野菜・米が美味しい。
　専門及び関心ある領域：災害医療・地域医療。
　趣味：旅行。
　特技：特になし。
　患者さんへ一言：初めての北海
道で、冬が越せるか心配です。
　北海道の生活に、早く慣れお役
に立ちたいと思います。
　どうぞよろしくお願いします。

〔13〕

新任医師紹介（総合内科） 
橋
はしもと

本 治
はるみつ

光  医師

道 立 江 差 病 院 か ら お 知 ら せ

整 形 外 科
午前　月～金曜日
（整形外来は、完全予約制となっています。
受診される方は予約が必要となりますので、
事前にご連絡下さい。 52-0036 内線112）

循 環 器 内 科 午前　月～金曜日
午後　月・金曜日

消 化 器 内 科 午前　月～金曜日
午後　火・水曜日

呼 吸 器 内 科 午前　金曜日
午後　木曜日

外 科 午前　月～金曜日
小 児 科 午前　月～金曜日

泌 尿 器 科 午前　月～金曜日
午後　水曜日

神 経 精 神 科 午前　月～金曜日
午後　月曜日

産 婦 人 科 午前　月～金曜日

耳 鼻 咽 喉 科
午前　2日・3日・10日・11日・16日
　　　17日・24日・25日
午後　10日・24日

眼 　 　 　 科 午前　4日・11日・18日
午後　3日・17日・24日

皮 　 膚 　 科 午前　火曜日（23日祝日のため24日診察）
神 経 内 科 　　　12日・26日

外来診療体制
12 月の診療予定です

☆年末年始のお知らせ： 12 月 27 日 ( 土 )
から 1 月 4 日 ( 日 ) までのお休みとなります。

午前･･･ 8時00分～11時30分 
　　　 （初診の方は、9時00分～）                   
午後･･･1時00分～2時30分

受 付 時 間

診療日は予定であり変更になる場合もあります。
事前に病院にご確認の上、受診してください。

　林業の仕事をしていたことがありませんか？

　林退共制度に加入していたが、退職金をまだ受

け取っていない方を探しています。

　以前、林業の仕事をしていたが、ご自身が林退

共へ加入していたかわからない方についてもお調

べいたします。

　また、罹災された共済契約者及び被共済者の皆

様に対し、各種手続（共済手帳の紛失、退職金の

請求等 ) の必要が生じた場合はできうる限りの範

囲において速やかに対応したいと考えております

ので、最寄の支部又は本部へお問合せ、ご相談下

さいますようお願いします。

お問合せ先：独立行政法人勤労者退職金共済機構

　　　　　　電話 03-6731-2887

林業退職金共済制度からの
お知らせです。



10
月
15
日
〜
11
月
14
日

ご
け
っ
こ
ん

お
め
で
と
う

　

 

長
谷
川
正
則　
（
滝　

瀬
）

　

 

工
藤　

靖
枝   （
江
差
町
）

　

 　

お
く
や
み

　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

松
村　
　

男
さ
ん（
86
歳
）緑　

町

田
畑　

ユ
キ
さ
ん（
102
歳
）元　

和

佐
藤　

広
子
さ
ん（
64
歳
）館　

浦

成
田　

益
江
さ
ん（
74
歳
）潮　

見

能
代　

啓
三
さ
ん（
79
歳
）緑　

町

汲
田　

ト
ミ
さ
ん（
83
歳
）緑　

町

小
笠
原
美
樹
さ
ん（
88
歳
）元　

和

打
越　

繼
夫
さ
ん（
72
歳
）元　

町

※
こ
の
欄
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、

届
出
の
際
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
こ
びか

な
し
み

　

乙
部
町
の
観
光
資
源
と
し
て
重

要
な
場
所
で
あ
る
『
官
軍
上
陸
の

地
』、
九
月
号
に
寄
稿
し
た
山
田

顕
義
氏
関
連
の
事
を
少
し
掘
り
下

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

彼
ほ
ど
優
秀
な
軍
事
家
・
法
律

家
は
他
に
は
存
在
せ
ず
、
幕
末
の

偉
人
伝
の
中
で
忘
れ
去
ら
れ
て
い

る
と
、
今
現
在
、
彼
が
学
祖
で
あ

る
日
本
大
学
を
中
心
に
映
画
等
の

企
画
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

山
田
顕
義
氏
は
藩
か
ら
遊
撃
隊

御
用
掛
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
大
村
益
次
郎
か
ら
西
洋
兵
学
を

学
ん
で
い
ま
す
。

　

大
村
益
次
郎
は
緒
方
洪
庵
の
適

塾
の
塾
頭
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

吉
田
松
陰
の
『
松
下
村
塾
』
と
緒

方
洪
庵
の
『
適
塾
』
と
い
う
二
大

塾
の
教
え
を
学
ん
だ
事
と
な
り
、

現
代
の
大
学
で
言
え
ば
早
稲
田
大

学
と
慶
応
義
塾
大
学
に
て
学
ん
だ

よ
う
な
感
じ
で
し
ょ
う
か
？

　

彼
も
ま
た
幕
末
の
歴
史
の
中
の

中
心
に
い
て
、
高
杉
晋
作
・
久
坂

玄
瑞
・
井
上
馨
・
伊
藤
博
文
・
品

川
弥
二
郎
ら
と
と
も
に
攘
夷
の
血
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広報 町 の 人 口
= 10 月末現在 =

世帯数　1,932（＋２）〈＋４〉

人　口　4,071（－６）〈－39〉
　男　　1,880（－2）〈－４〉

　女　　2,191（－４）〈－35〉
（ ）内は前月との比較増減

〈 〉内は 3 月末からの累計増減

〔14〕

編　

集　

後　

記

　

今
年
は
あ
っ
と
い
う
間
に
、
師
走

を
迎
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

二
十
歳
の
と
き
に
、
先
輩
方
か
ら

三
十
歳
を
超
え
た
ら
、
一
年
は
早
い

ぞ
。
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現

在
三
十
六
歳
と
な
り
、
本
当
に
一
年

が
早
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
冬
と

な
り
、
寒
さ
も
厳
し
い
季
節
と
な
り

ま
す
。

　

季
節
の
変
わ
り
目
は
、
体
調
が
優

れ
な
か
っ
た
り
、
疲
れ
が
溜
ま
り
や

す
い
時
期
と
な
り
ま
す
の
で
、
体
調

管
理
に
は
、気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

間伐で未来につなぐ北の森
この用紙は、原材料の一部に道産間伐材を
使用しております。道産 間伐材使用

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

12月は《道町民税（第４期）及び国民健康保険税（第５期）の納期限です。》

判
書
に
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。
そ

し
て
品
川
弥
二
郎
ら
と
御
楯
隊
を

創
設
し
、
軍
監
と
な
っ
て
下
関
戦

争
で
奮
戦
し
て
い
ま
す
。

　

山
田
氏
と
と
も
に
乙
部
に
上
陸

し
た
中
に
、
前
出
の
品
川
弥
二
郎

氏
が
い
ま
す
。

　

彼
は
長
州
藩
の
下
級
武
士
の
子

に
生
ま
れ
、
若
く
し
て
松
下
村
塾

に
学
び
、
明
治
維
新
時
に
功
績
が

あ
り
、
そ
の
後
明
治
政
府
の
要
職

を
歴
任
し
た
人
物
で
す
。

　

彼
の
息
子
の
弥
一
は
畜
産
研
究

の
た
め
に
ド
イ
ツ
に
留
学
、
帰
国

後
牧
場
総
監
督
官
補
に
任
命
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

明
治
に
な
っ
て
、
士
族
授
産
に

よ
る
大
農
場
の
建
設
が
行
わ
れ
、

道
内
で
は
函
館
の
開
進
社
、
帯
広

の
晩
成
社
、
札
幌
の
開
成
社
、
江

別
野
幌
の
北
越
植
民
社
、
浦
河
の

赤
心
社
と
い
っ
た
組
織
に
よ
る
移

住
が
増
え
、
函
館
の
開
進
社
の
第

二
会
所
が
乙
部
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
こ
の
土
地
は
品
川
弥

二
郎
に
渡
り
品
川
牧
場
に
な
っ
た

そ
う
で
、
文
献
を
調
べ
て
み
る
と

千
岱
野
一
帯
と
の
こ
と
で
す
。

　

師
匠
で
あ
る
松
陰
は
品
川
を

「
温
厚
正
直
で
人
情
に
厚
く
、
う

わ
べ
を
飾
ら
な
い
。
抜
き
ん
出
た

能
力
は
な
い
が
、
心
が
広
く
奥
深

い
の
が
優
れ
て
い
る
」
と
評
し
て

い
ま
す
。

　

幕
末
維
新
に
か
け
て
の
功
労
者

が
乙
部
と
深
く
結
ば
れ
て
い
ま

す
。

　

ち
な
み
に
、
戊
辰
戦
争
の
際
、

新
政
府
軍
が
歌
っ
た
「
ト
コ
ト
ン

ヤ
レ
節
」（「
宮
さ
ん
宮
さ
ん
」）は
、

品
川
が
作
詞
を
し
た
と
さ
れ
て
お

り
、
日
本
の
歌
謡
曲
の
さ
き
が
け

と
も
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
実
に

興
味
深
い
と
思
い
ま
す
。

　

歴
史
の
浪
漫
を
ど
う
繋
げ
て
い

く
の
か
が
観
光
振
興
の
課
題
で
あ

る
と
再
認
識
し
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

地
域
振
興
担
当　

今　

 

昭
人

No.4

  さ
ん

  さ
ん

幕
末
と
乙
部
の

　

関
係
に
つ
い
て

▽
ふ
る
さ
と
寄
附
と
し
て

10
月
15
日
か
ら
11
月
14
日

　

氏
名
の
公
表
を
希
望
さ
れ
な
い
方

か
ら
３
件
の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

　

あ
た
た
か
い
ご
寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

善
意
に
感
謝
し
ま
す

乙
部
町
の
水
道
の

　
水
質
に
つ
い
て

　

町
の
水
道
は
「
乙
部
地
区
浄
水

場
」、「
元
和
・
三
ツ
谷
地
区
浄
水
場
」

（
鳥
山
、
栄
浜
地
区
を
含
む
）「
豊

浜
地
区
浄
水
場
」
の
三
つ
で
供
用

し
て
い
ま
す
。

　

毎
日
、
安
心
し
て
安
全
に
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
水
道
法
で

定
め
ら
れ
た
水
質
検
査
を
行
っ
て

供
給
し
て
い
ま
す
。
検
査
結
果
の

詳
細
は
、
建
設
課
水
道
温
泉
業
務

係
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。


